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グローバルサプライチェーンマネジメント

従来からサプライチェーンの強化に取り組んでいる先進的な企業においても、グローバルの視点から見ると「ど

こに・何が・いくつあるかがわからない」「業務運用を現場にまかせたままにしている」「意思決定基準があいまい

で会議に依存している」、更には「改革の対象が国内拠点や工場に偏っている」というケースが多く見受けられ

ます。今後、利益を確保しつつ持続的に成長するサプライチェーンを構築するには、「見える化」「標準化」「結果

責任の明確化」、及び「グローバルでの取組み強化」をあるべき姿として位置づける必要があります。

グローバルSCMの

あるべき姿

サプライチェーンの競争力向上による持続的な成長の実現

先進各国市場の飽和、寡占化する市場の増加、原材料の高騰など製造業を取り巻く環境が悪化する中、今後製造業が生き

残るためには他社と差別化できる競争力を獲得し、グローバルの市場において確固たる地位を占める必要があります。今ま

でのように技術力・生産力・品質力を以って差別化を図ることは難しいことから、持続的な成長を実現するにはサプライチェー

ンの競争力を向上させることが必須です。デロイト トーマツ コンサルティングのグローバルSCM構築ソリューションは、クライア

ント企業のサプライチェーン競争力獲得を支援します。

今までのサプライチェーン改革の取組みを振り返ると、各段階において有効な施策は見られるものの、前述の

あるべき姿を実現するには不十分でした。
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在庫・需給・損益の見える化

在庫・需給・損益の問題に対応するため
に、実績情報は日次で、計画情報は週
次で管理が出来ている。

結果責任の明確化

短縮化した意思決定サイクルの下で、
鮮度の高い情報による決定がなされ、
結果責任が明確に定義されている。

オペレーションの標準化

グローバルで定義したルールに基づき
業務を運営しつつ、常に例外プロセスを
最小化する取組みがなされている。

グローバルでの取組み強化

一地域に留まらず、グローバルサプライ
チェーン全体での在庫統制、営業力強
化及び損益改善が出来ている。

“SCM”コンセプトの浸透

第三段階

プランニングツールの導入 需給調整の仕組み構築

第二段階第一段階

コンセプトが先行しており、現場に根
付いたルール化･定着化が図られてい
なかった。

ERP導入と同時に行われたため、プロ

ジェクトの長期化によりモチベーション
が低下し立ち消えることが多発した。

システム導入を前提としたあるべき姿
に縛られ、現実的な落としどころが欠
けていた。

業務側が主体となった取組みが不足
しており、導入後使われないシステム
が残った。

需給調整の仕組みの構築が数量視点
で行われ、「どれだけ儲かるか・損する
か」の視点がなかった。

国内拠点に範囲が限られ、グローバ
ルに海外販社等を巻き込めていな
かった。
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グローバルSCM構築のための
アプローチとソリューション

これまでの取組みを踏まえ、グローバルSCMを品質・コスト・スケジュールの面から効率的に構築するために

は、以下の5つのアプローチに基づいてプロジェクトを推進する必要があります。

グローバルSCM構築

アプローチ

サプライチェーンのあるべき姿を具現化し、ビジネスオペレーションを「利益を確保しつつ」「在庫を残さず」

「売り切る」SCMに変えるために、デロイト トーマツ コンサルティングでは、成熟度診断、損益シミュレーション、

業務評価、グローバルPSI及びセールスマネジメントという5つのソリューションを提供しています。

グローバルSCM構築

ソリューション

定期的な競争力分析

クイックヒットの早期実施

トライアルによる巻き込み

簡易ツールによる見える化

SCM競争力を成熟度分析の手法を用いて定量的に診断し、

必要な改革テーマを提示するとともに、定期的に実施すること
で改革の進捗を図るバロメータとする。

プロジェクトに対する理解者を増やしつつ、参画者のモチベー
ションを上げるために、努力対効果の高い施策（クイックヒット）
を優先して実施し、プロジェクトの恩恵を実感させる。

現状調査・業務設計の時間を短縮し、実際のデータに基づく業
務試行を企画して現場を積極的に巻き込むとともに、課題を事
前にキャッチしてリスクを最小化する。

本格的なシステム構築の前に簡易的なツールを活用して、業
務のやり方をわかりやすいイメージで示すことで、将来像を実
現する業務要件を出しやすくし、開発後の手戻りを少なくする。

コアメンバー育成
改革を後戻りさせないために、プロジェクトをリーディング出来
るコアメンバーを育成し、継続的に改革が推進できるよう内発
的な仕掛けを作りこむ。

アプローチ 内容

運用実現化設計構想

対象フェーズ

運用実現化設計構想

運用実現化設計構想

運用実現化設計構想

運用実現化設計構想

成熟度診断 業務評価

グローバルPSI

• 在庫基準を策定し、需要に応じた在
庫のコントロールを実施する。

• 新機種導入・打ち切りのタイミングを
考慮したPSI計画を立案する。

• セールスマネジメント・損益シミュレー
ションと連動して残材をゼロにする。

• 業務・組織・ITの視点から、
成熟度を分析する。

• 短期間で定量的な診断を
行い、課題を明確にする。

• 他社とのベンチマークに
より強み・弱みを判断する。

• 新業務が後戻りしないよ
う、指標により評価する。

• モニタリング指標を用いて、
各業務の成熟度を測る。

• PDCAサイクルにより責
任の所在を明確化する。

セールスマネジメント

• マクロ（市場）及びミクロ（アカウント）
の視点で販売計画立案を支援する。

• 販売進捗実績を管理して、時期・確
度等に応じた施策を実施する。

• グローバルPSI・損益シミュレーション
と連動して売り切る数量を決める。

損益シミュレーション

• コスト・売価を把握し、地域/法人/機
種別の限界利益を算出する。

• コスト・売価の変動による限界利益
への影響を分析する。

• セールスマネジメント・グローバル
PSIと連動して利益を確保する。
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